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イエスのカリタス友の会だより 
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小さな愛を広げようー希望と驚きをもってー 

 

イエスのカリタス友の会の会員および支援者の皆さま、暑さ厳しい夏を迎え、いかがお過ごしでしょうか。 

2025年も半年以上が過ぎ、新たに支援してくださる方々が加わり、また継続して私たちの活動にご理解と温か

いご支援をくださっていることに、心より感謝申し上げます。 

カリタス・ドンボスコスクール 30周年・カリタス友の会 25周年 

今年はカリタス友の会が設立 25 周年を迎える記念すべき年です。友の会は、フィリピンに建設されたカリタス・

ドンボスコスクールの教育を経済的に支える目的で設立されました。そのカリタス・ドンボスコスクールも、昨

年度創立 30周年を祝いました。 

今号では、このカリタス・ドンボスコスクールからの記事を特集として取り上げています。この教育事業は、私

たちの小ささ、貧しさゆえに神様が示してくださった愛の証しであり、多くの方々の助けを受け、共に歩んでき

た証しだと思います。友の会の支援が結んだ実と言えるでしょう。 

現在、学校共同体は「Pay Forward（恩送りー受けた恵みを別の人に送る）」の精神で愛に根差した奉仕を行い、

青少年の喜びと希望の拠り所となっています。また、卒業生はサーバントリーダーとして国内外で活躍していま

す。現地からの報告をどうぞご覧ください。 

イエスと共に歩む「巡礼」は日常の中に 

さて、「希望の巡礼者」としての歩みはいかがでしょうか。 

「巡礼」から思い出すカードがあります。スペインのサント・ドミンゴ・デ・シロス修道院（ベネディクト会）

にあるレリーフの一部の写真を印刷した「エマオへの道」のカードです。（ページ下部参照）その説明のメモ書き

を少し共有させていただきます。 

旧約聖書をしっかりと抱える弟子のひとりは悲しげに見えますが、もうひとりの弟子の顔には、見知らぬ旅人

の話を聞く中で希望と驚きが表れています。この二人の異なる態度は、私たちが神のみ心を熱心に求めるとき、

私たち自身の内側に見出すことができるように思います。自身の信念に固執する態度と、起こった出来事を受け

入れる開かれた態度。どのような状況であっても、イエスは常に私たちと共に歩み、私たちを彼自身と父のもと

へと導いてくださいます。さらに、旅の仲間であるイエスの足元に注目すると、片方の足は二人の弟子の足と同

じ方向を向いており、「わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる」（マタイ 28:20）というイエス

の約束を思い出させます。イエスのもう片方の足は異なる方向を向いています。それは新しい道、すなわち復活

されたイエスこそが道であり、真理であり、命であることを示しているのです。私たちは、このように共に歩み、

方向を示してくださるイエスを意識することで、希望と驚きをもって新たな生き方、すなわち他者のための生き

方を開いていけるのだと思います。 

 

巡礼中には多くの人と出会います。声を掛け合い、祈り合い、笑顔で挨拶し、疲れた時は助け合い、食べ物を分

かち合い、様々な話を通して出会いを深めていきます。また、目の前の兄弟姉妹、

そして遠くにいる会ったこともない兄弟姉妹の情報を知り、気遣い、祈り、ケアし

ていくことは、私たちに新たな気づきと共に、喜びやワクワク感、痛みと共感、行

動を起こす力を与えてくれるのではないでしょうか。私たちが希望の光である神へ

と向かって、イエスと共に、お互いに真の旅の仲間となって希望と驚きをもって歩

んでいけますように。 

皆さまの寛大なご支援とご理解、励ましとお祈りに心からの感謝をこめて、神様の

祝福をお祈り申し上げます。 

どうぞお身体を大切にされ、猛暑を乗り越えられますように。 

イエスのカリタス友の会   コーディネーター シスター浜﨑昌子 



フィリピン  

カリタス・ドンボスコスクール 30 年の軌跡、奇跡！ 

昨年 2024年の春、再びフィリピンのカリタス・ドンボスコスクールで働く辞令を受け、 

来比しました。20年ぶりの学校はもちろん懐かしさがありましたが、年齢を重ねながら 

多くの記憶も飛んでしまっていて、「帰って来た！」というよりも、新しいところに来た 

ような、浦島太郎のような心地がし、更に容赦なく昼夜続く酷暑に面食らって、やっていけるのだろうかという

不安の方が大きかったのが正直なところです。 

そんな私を勇気づけてくれたのは素晴らしい生徒達です。見るだけで癒される愛らしい幼稚園生、授業中でも

ガラス越しに手を振ってくれるフレンドリーな小学生、親切で礼儀正しくいかにも賢そうな中・高生。やはり、

変わらず、いい学校だなあ…と、誇らしく感じ、これまでこの学校を愛し支えてくださったすべての方々への感

謝の念が沸き起ってきます。 

30 年前、一つの住宅地の多目的ホールをお借りしてこの学校は始まりました。シスター4 人、フィリピン人

の先生が 2 人、そして 21 人の幼稚園児という小さな学校が 1994 年 6 月にひっそりと誕生しました。屋根と

柱だけのホールでしたから、棚で仕切りをして教室を二つ作りましたが、雨風がひどいときは子供たちが濡れな

いように教室の真ん中に机を寄せて授業をしました。嵐や台風の後は、早く出勤し、倒れた棚を起こし、水浸し

の床を拭いて子供たちを迎えるという形でした。どれも懐かしい思い出です。 

次の年に、現在の場所に引っ越しをして生徒は小学 1年生までの９０人となり、毎年 1 学年ずつ増やし、170

人、300 人、450 人、600 人と生徒数は年々増えていきました。それに伴い、校舎が建設されて行きました。

最初の 2 つの校舎と体育館の建設は修道会の全面的な援助がありました。しかし、更に中学校の教室、各種特別

教室、事務室などを建てる必要がありました。生徒たちから徴収する授業料ではとても賄うことはできません。

そんな時、故溝部司教様のアドバイスがあり、「カリタス友の会」を発足する運びとなりました。おかげで校舎建

設を続けることができ、数年後には 1000人を超える大所帯となりました。 

昨年創立 30周年を迎え、新たな一歩を踏み出した今、私たちを日本から応援してくださるカリタス友の会の

皆様に、心からの感謝の意を表すると共に、この学校の成長を共に喜んで頂きたく思います。今や、多くの卒業

生を世に送り出して、立派な社会人として活躍する姿を目にすることができるようになりました。やんちゃだっ

た子供たちが親になり、保護者として戻ってきました。数名は先生として働いてくれています。校医と歯科医、

そして顧問弁護士も卒業生です。毎年、卒業式に社会で活躍している卒業生を呼んで講演をしてもらっています

が、そのたびに感激します。そこで、去る 4 月３日に行われた小学校の卒業式でのスピーチを紹介させてくださ

い。つたない私たちを道具として、神様がどれほど偉大なわざを行ってくださったかを垣間見ることができると

思います。決して順風満帆とは言えませんが、海の星のマリア様がこの学校を導いて下さいますので、カリタス・

ドンボスコスクールはこれからも、創立者カヴォリ神父様の夢を追って、更に前進してまいります。これからも

応援をよろしくお願いいたします。フィリピンより感謝をこめて！      シスターテレジア古木涼子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1994年 6月 21名で始まったカリタス・ドンボスコスクール 卒業生たち ﾌｱﾝ・ｲｽﾏｴﾙ・ｳﾞｧﾚﾎとSr.古木 

サンタローザ● 



カリタス・ドンボスコスクール初等科卒業式記念講演 

Juan Ismael Aala Vallejo  

（第 4 期卒業生。2004年初等科卒業、2008年高等科卒業生） 

 

皆さん、おはようございます！ 創立 30 周年の記念すべき時に卒業する第 25 期卒業生の皆さん、おめで

とうございます！ 

今日は特別な日です。祝いの日であり、過去を振り返る日であり、未来への希望の日です。 みなさんが

歩んできた旅について考える日です。 そして、それはなんという素晴らしい旅だったことでしょう！ 

私の個人的な旅を皆さんと分かち合えることを光栄に思います。 今日、皆さんの前に立っている私は、単

なるゲストスピーカーではなく、皆さんの中の一人だと思っています。 

20 年以上前、同じ体育館で行われた第 4 回卒業式に卒業生の一人として参加しました。その後、多くのこ

とが変わりましたが、私にはいつも何も変わっていないようにも感じられます。この学校は私が素晴らしい

12 年間を過ごした、私の第二のふるさとだからです。 

私たち家族とサレジオ会とのつながりは深く、私の祖父と両親はサレジオ会関係の学校の卒業生です。家

族の中で私が初めて CDBS（カリタス・ドンボスコスクール）に通いましたが、それから妹たち、甥っこも後

に続き、17 人がボスコニアンとなり、私たち家族の遺産を受け継いできました。この学校は、私の家族にと

って単なる教育機関以上のものであり、価値観、信仰、そして生涯の友情を築く場所、家庭でした。 

私は CDBSでの日々を懐かしく思い出します。 先生たちは単なる教育者ではなく、やんちゃな私たちの問題

に対処しながら、私たちが常に何かを学ぶように手助けしてくれた、控えめなスーパーヒーローでした。 

生涯の友となったクラスメートたちのことも思い出します。週に一度の課外授業や、毎年開催されるボスコ

オリンピックに向けてのサッカーの練習、学校祭でのフィールドデモの練習も忘れられない思い出です。 

同じカリタス・ボスコニアンとして、皆さんがここでどのように過ごしたか容易に想像できます。学期ごと

の試験のために猛勉強し、プロジェクトの提出期限を守るために必死だった日々を思い出しますが、みなさ

んもそうだったでしょう？ 

困難な瞬間を覚えていますか？ 苦労したとき、あきらめそうになったとき。 しかし、あなたは決してあき

らめなかった！ 

あなたの背中を押してくれたサポートや励ましを思い出してください。 今のあなたを見てください！ あ

なたはやり遂げた！ 知識も自信も優しさも増しながら成長した。 そして今、あなたは更に前進しようとし

ている。 

私は、あなたが今座っている場所に座っていた時のことを覚えています。好奇心旺盛で、次に何が起こるか

わくわくしたり緊張したりしていました。 

小学 6 年生の時、よく、「大きくなったら何になりたい？」と聞かれて、答えに困った経験がありますが、

皆さんも同じではないですか？ 

でも、振り返ってみると、CDBSが私のキャリアだけでなく、人生そのものをどれだけ準備してくれたかが

わかります。 ここで学んだことは教室の中だけにとどまることなく、私の一部となったのです。 

そして今日、皆さんの前に 兄として立っている私は、ここで身につけた価値観が今の私を形作っていると

胸を張って言うことができます。 

CDBSは学問を収めるだけでなく、心を形作ってくれる場所です。 

ドン・ボスコの言葉を借りれば、「教育は心の問題である。」ということです。 ここでの教育とは、成績や

教科書のことだけではないのです。 

その過程で学ぶ価値観のことです。 皆さんは知識を得るだけでなく、「愛を生き、献身的に奉仕する者」へ

と形成されたのです。 

カリタス・ボスコニアンとして、私たちは“I love, therefore ,  I serve ”「我愛す、故に我奉仕す」とい

うモットーに従って生きています。 

本物の愛は、言葉や感情だけでなく、他者への奉仕や配慮の行動を通して表現されます。 

今年のテーマ "Shaping Bosconians as Pillars of Love and Service " （愛の柱、奉仕の柱としてのボス

コにアンを形成する）は、カリタス・ドンボスコスクールで皆さんが歩んできた道のりを見事に反映してい

ます。 愛の柱。 奉仕の柱。 

この卒業式のスピーチを準備していたとき、私と同じ建築設計士でもある私の友人が、このテーマを私た

ちの建築家という職業に関連づけることを提案してくれました。 

設計士として、私たちはあらゆる人が必要とする建物を設計します。 柱は建築物にとって非常に重要な部

分です。 

建築家が建物の柱がその構造を支えるために適切な位置にあることを保証するように、卒業生である君た

ちも、愛と奉仕の柱で世界を支える立場に置かれているのです。 



現代、私たちは素晴らしい建造物を目にします。 しかし、そんな建物も柱が弱ければ、一瞬で壊れてし

まいます。 

カリタス・ドンボスコスクールは、私たちがしっかりと立つことができるように育ててくれました。私たち

は、 二本の強い柱、愛の柱と奉仕の柱によって立つことができます。 

カリタス・ドンボスコスクールは、愛と奉仕という二つの柱を支えるために、生徒に６つの核となる価値観

（SORISE）を備えるように教えています。 

まず、CDBSで私たちは Simplicity 「単純さ」を学びました。 愛と奉仕は謙虚さと誠実さの中で最もよく表

現されます。 過剰な欲望や利己的な欲望から解放されたシンプルな生活は、物質主義に陥らずに心を込め

て奉仕し、愛することを可能にします。 シンプルさとは、少ないものを持つことではありません。 私たち

はすでに十二分なものを持っていることを知ることなのです。 

CDBSでは Obedience「従順」を学びました。 真の愛と奉仕には、大いなる善に耳を傾け、従い、服従す

る意志が必要です。 まず従うことを知らなければ、サーバント・リーダーにはなれません。 従者こそがリ

ーダーになれるのです。 愛をもって従順を実践することで、私たちはより大きな責任を果たすための準備

をすることができるのです。 

CDBSでは Respect「尊敬」を学びました。 愛と奉仕は尊敬し合う環境の中で花開きます。 尊敬は丁寧な言

葉を使うことにとどまりません。 尊敬とは、先生の言葉に耳を傾け、クラスメートに親切にし、異文化に

感謝することです。 敬意を持って接することは、愛を持って接することです。 尊敬とは、人、自然、そし

て私たちを取り巻く世界を大切にすることだと学びました。 

CDBSでは Integrity 「誠実さ」を学びました。 本物の奉仕と愛は、誠実さと強い道徳観に根ざしています。

誠実であること。 私たちは、都合の良いときだけでなく、いつでも、誰も見ていないときでも、常に愛を

もって奉仕します。 私たちは誠実な市民、良き信徒になるよう努力します。 私たちは、報酬を期待したり、

利己的な動機からではなく、誠意をもって人に仕えます。 

CDBSでは Self - Sacrifice 「自己犠牲」を学びました。 愛と奉仕の本質は、他者のために自分を捧げること

です。 日々の小さな行為であれ、大きな行為であれ、愛と奉仕にはしばしば、自分のことよりも他人の必

要を優先することが必要です。 

自己犠牲について考えるとき、私はいつも両親のことを思い出します。 両親は、私たちがここで教育を

受けられるように、仕事を増やしました。 父は休みの日に仕事の依頼を受け、母は食品から百科事典に至

るまであらゆるものを売りながらお金を稼ぎました。 

彼らの犠牲は、愛と奉仕が手を取り合うものであることを思い出させてくれます。 私たちがここにいるの

は、周囲の人々の愛の行為のおかげなのです。 

CDBSで私たちは Excellence「卓越性」を学びました。 愛をもって奉仕するということは、自分の最善を尽

くすということです。 ドン・ボスコの言葉で、私の心に強く響いたものがあります。: “Do your ordinary 

duties, extraordinarily well. ” 「（特別なことではなく）普通のことを、特別に良く果たすようにしな

さい」）。 

卓越性とは、並外れたことを成し遂げることではありません。 そうではなく、並外れた愛をもって普通の

ことをすることなのです。 

学校であらゆる公式を学んだり、数え切れないほどのページを暗記したりしても、単純さ、従順、尊敬、誠

実さ、自己犠牲、そして卓越性を実践しなければ、その知識は大した結果を生まないでしょう。 

学校の６つの価値観は、私たちを責任感があり、思いやりがあり、行動力のある、愛と奉仕の精神に生きる

人間に形成します。 ここで学んだことを、私たちは世界と分かち合うのです。 

しかし、構造を維持するためには、強い柱があるだけでは不十分です。 強固な土台が必要です。 そして、

それは神です。 

最初に愛してくださった方。 最初に仕えてくださった方。 

私たちの主が私たちの確かな土台であるならば、私たちは恐れることはありません。 嵐が来ても、揺らぐ

ことはないのです。 主の御手によって、私たちは救われるのですから。 

卒業は終わりではなく、新たな冒険の始まりです。 

ビデオゲームのレベル 1 が完了し、次のレベルに進むような感じでしょうか。 

様々な理由で別の学校に移る人もいるでしょうが、ここでの大切な教訓と思い出を決して忘れないでほし

い。 

" 一度ボスコニアンになったら、ずっとボスコニアン " という言い伝えがあります。皆さんは私たちと一緒

のカリタスボスコニアンです。 

高校生活では、新たな挑戦とチャンスが待っています。 高校生活はあなたの忍耐力、エネルギー、そし

て時には 4 時間の睡眠でやっていく能力を試します。 

探求すべき新しい科目、出会うべき新しい友人、受け入れるべき新しい試練が待っています。 



個人的には、人生で最高の時期だったと思っています。 高校は超真面目なところだと思っていたのですが、

実は最も忘れがたい瞬間を経験したところでもありました。元生徒として、ここで学んだ価値観は必ず役に

立つと断言できます。 では最後に、感謝の気持ちを伝えましょう。 

私たちを導き、鼓舞してくださった先生方、スタッフの皆様、忍耐と献身に感謝します。 

この学校に感謝します。 私たちはこの学校に感謝しています。 

私たちを支えてくださった保護者の皆様、愛情と励ましをありがとうございました。 

そして最後になりましたが、卒業生の皆さん、本当に良く頑張りました。 皆さんのおかげで、私たちは今

日、この特別な瞬間を共に祝うことができました。 

皆さんは単なる学生ではありません。 皆さんはカリタス・ボスコニアン（愛と奉仕の柱）なのです。 

人生の行く先がどこであれ、愛があなたの行動を導き、奉仕があなたの目的を明確にします。 

学業、スポーツ、リーダーシップ、人生全般に関わらず、ここで築いた土台は、賢明な決断を下し、困難を

乗り越え、夢を実現するための指針となるでしょう。 

SORISEの価値観を持ち続けることで、変化を起こし続けることができるのです。 

このことを忘れないでください。 大きな夢を持ち、懸命に働き、神を信じ続けること。 

私たちは確かな土台に立っていることを忘れないでください。 

試練は訪れるかもしれませんが、あなたは強く、有能で、それを乗り越える準備ができています。 

好奇心を持ち、親切にし、恐れないでください。 自分を信じてください。私たちは皆、あなたを信じてい

るのですから。 

あなたたち一人ひとりが夢を現実に変えていくのを、兄として楽しみにしています。 

あなたたちは未来であり、世界を変えることができます。 

愛を持って生き、情熱を持って奉仕し、そして常に“I love, therefore ,  I serve ”という言葉を忘れない

でください。 

カリタス・ドンボスコスクールの 2025年卒業生の皆さん、おめでとうございます！ 

これは素晴らしい旅の始まりに過ぎません。 皆さんが世界をより良い場所にしてくださることを祈ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1994年 最初の聖母行列 1994年 借り教室の様子 

2025年 小学校卒業式 海の星の聖母聖堂で職員たちと 



ボリビア 
ố˵ 

′≠ϼ Ẫ ‗  7,575   —˭ӈ 2 ѕ 8,640  

Ῠ—˭ Sra.Leidi Canceco Sanchez  Sra.Eldy Fernandez Aguilera ốỲԋ ˟Ầ 

′≠ ᾼ ☺ϼ 240 ̳ ằ̻ ḉ′ ῲ  

 

 

 

 

 

 

 

 ŦŪŻĽŭƬƁŻ ĽγĽχ  

ęᴽҁĶęΣģĦĶĦŖĕĚ!ĢĽѴ Ľ√ š

ķѭł ĽĕİĺęΣģĦĽĢķķắēōĨ! 

ĽγĽχ Ľб Ĺģ ĺŗřŬŮ:ƭƗţ

ƈťƠ ố˵ĽĮŐĺģằ̻ēĮįĜ еἑ′Ħῲġ

ōĨ! 

 ᵅṖ 33 ĽẪĸő ě œĚĺΣģĦĵēōĨ!

ĬĽ ĶƌƁƵׁľ ĽἪίšἵĠ ˵ᵭľתΣő

Ğᶙ ṕš ĦĹěŘ ˵ĦĵēōĨ!˺ּאĺ

ᴄ Ľ ěּנĜ Óṇ 10 ĚᴘĽ ₣ᾈĺľҷł

ōĪŢě ;ʜēῚѨĶ š ĚĦŗĞ‗ňʜ š‪

řōēĵēōĨ!╧ ĹųŤķуӨě↔ĲĵēŚẴ

╚Ň˒ ĶĜŚŗĕĺἪּנĜšầŐĵēōĨ! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ṈĽת  $ ͻ᷈ ĶŦŪŻĽŭƬƁŻ Ľ

γĽЉ Ṉת$ ĺ ĦĤěđŚ  б ĺő‗ ķ

ęœĳ —˭ 2 Ľӈ Ľằ̻ 16,215ƋƭšģѲ

ͮĤř •ĚŘеἑĦĵęřōĨ!χ Ľęˢ⁵ęŁ

ķřĽģ ẚ ģ֠ ķʜěὝōř ĜĹ→Όš−Ŏ

ὶĦ ƞƬƕŤĽẪĸő Ľ−ĜŚ  Ѵ ĺĹĲĵ

ēōĨ!S šἩřĮēTS−ĜĮē ʜĤśĮēTķ

ēĕắēěױěĲĵēŚĽįķắēōĨ! ĹẼĮ

İšĢśĚŘőģằ̻ĞįĤēōĨŗĕęѩēēĮ

ĦōĨ!ŬŮ:ƭƗţƈťƠ ố˵ˢ  χ Ľῲĺ

‹ Ľ ĚĹά ě ěśōĨŗĕĺę҄ř′Ħῲ

ġōĨ!ƗţƈťƠĽ√ Ľά ķģ ᵶšѩēĹě

Ř!ŬŮ:ƭƗţƈťƠ ố˵ Ẵ╚ ŹŻƁ: ├ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●サンタ・クルス

入院中のナタン君 おやつの様子 

赤ちゃんプレールームの様子 日系人ご夫婦からかぼちゃ・ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂの寄付 



Ϲ̴ ′≠ϼ 

5 ᶾ ằ̻ 1,800 Ṉת  ֠Ө ϹὌ΅ϓố ổ · ᾯϹ֖ 2643.04  

′≠ ᾼ ☺ϼ 674,000 ̳ ằ̻ ḉ′ ῲ  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ŦŪŻĽŭƬƁŻ ĽγĽχ  

ēĚěęΣģĦĶĦŖĕĚ!ēĳőẼĮİĽĮŐĺͫĚ

ēģằ̻œę҄ř ōĦĽęᵈ š ĜōĦĵ•ŗř

еἑ′ĦῲġōĨ! 

 Ḛε ŭƬƁŻ ĽγĚŘĽģằ̻Ķ 5 ĽƓſŵƵ 

ķᵅ ĶĽŦƛƵƊGӰ—˭ķ ᵶἐĶᴄ‗š Hĺ

ŗŚἽ̫Ķ 5 ĽƓſŵƵšᶾ Ħ 10 š╚‫ĦĞ

ĨŚĢķěĶĜōĦĮ!ĬśōĶ− Įİľ 1 ĽƓ

ſŵƵĽ◗ĺˎẪš ňĵΪ šᴳĵēĮĽĶ ĢĽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しいパソコン導入によってより多くの生徒たちがパ 

ソコンに直接触れて学ぶことが出来るようになりまし

た。生徒たちにとっても教職員にとっても非常に喜ばし

くありがたい事となりました。 

友の会の皆様のご支援によってパソコンを購入でき

ましたことを心より感謝申し上げます。 

友の会の皆様のために心より感謝をこめて、聖母マリア

様の取り次ぎを願い、お祈りさせていただきます。 

アントニオ・カヴォリ学園 シスター林 惠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペルー 
 

●リマ 

パソコン搬入の様子 

パソコン設置 パソコン設置後の様子 

バザーのためのポヤーダ作り 



南スーダン 

5 枚のビスケットと今年初めてのミルクに大喜び！ 

 

 

 

ĽγĽχ  

χ ęᴽҁĶēŘĲĦŒēōĨĚ! 

Ż:ƂƵĽĮŐĺēĳőę҄ř ģằ̻ĞįĤē

ōĨĢķš•ŗřеἑēĮĦōĨ! 

Ż:ƂƵľ 2024 12ᴘĺ ĤśĵēĮ 

◑Ӑě˰Ĝ̸ĿĤśĵĦōē ěҌĜĵēōĨ! 

ᵖƗƫƵŹŻŵӰᶪ ő ĞĹŚ₲ ◗ ĺἪ

ẾšᾙĜōĦĮě ỠšדĠŚҁ ľđřōĪŢ! 

Ż:ƂƵĺĳēĵĽ῾ ľ ĶľęĬŘĞ͵ő

Ĥśĩχ ĺ֕ē ӲįķắēōĨ! 

 ẼĮİěὡŏ ˞ľἳ źƧƒĺ֕ēĢķőđř 

Ḋ Ľ ě ĜēĽĶᾴĤĹὬᴌ╪ľđŚőĽĽ Ḛ

ľōįѬᴹĺľĤŘĤśĵľēōĪŢ!ẼĮİĽ

ĺľ 2013  2016 Ľ ╪Ķ ĦĵĜĮḊ

ě 8,000⁵֕ĞƈƵƊ−ЉšĦĵēōĨ! 

ĢĽŗĕĹ Ķχ ĚŘĽằ̻֖ľ ẼĮİĽỎԃĽ

ŭƬƁŻẪĸőŽƵƁ: ŭƬƁŻƋƵƞŻŵ⁫ ᾒ 

ԃĽĮŐĺὢĵĵęř ἧĺẪĸőŽƵƁ:Ľӈ‗

ĺẠ ĦĵēōĨ!Ẫĸő ľ 137 Ķ ὗ 5 ŽƵ

Ɓ:ĺ ēӈ‗š‗ňĵѿřōĨ! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ĦĚĦ ͻ᷈ ĽĮŐơƭűľ˱Őĩ Õεľ ķƊ

ŨƤƯŵŹĽ ĶṥŚģ  ÔεľƕŻųƅƊ× ķ

ę š ӜĦĵēōĨ!ĦĚĦ ŦŪŻĽŎ•Ľęά

ēĺ 1 įĠơƭűš ӜĶĜōĦĮ!ᾑŐĵ ӜĤ

śĮŵƅƙÓ ĩĳĽơƭűĺẪĸő ľ ѭłĶ

ĦĮ! ŘľƕŻųƅƊĺᾶĦĽơƭűš Ġ Ỏ

ĺỖѕšĚĠĵ‗ňĵēōĦĮ! 

ĢİŘĶἽ š ŚĮŐĺ ԃšĦĵēōĨě

ľФ҅ ĦĚő˿҅ĺ˿ě᷅řōĪŢ!˜ᵕ₣šṥ

ĺẠĕķ˜ᵕěᵗśĵ˱Ŏ₣ěӜӈĶĜĹĞĹŚ

ĽĶ ˿įĠě řĶĨ!ĬśĶőἽϰĶĜĮ ṑ 

Ό Ķ ẪĸőĽ Ľӈ‗ ŻƁƅƗ Ħē₲·ּמ

ŇĽằ̻ľὶ ŚŗĕĺĹřōĦĮ!Ģśőχ ĚŘ

Ľằ̻ĶἯšᶾ ĨŚỎěὶ ĮĚŘĶĨ! ĺđ

řěķĕģĥēōĨ!Ẫĸő ķеἑĽę҄ř ὂ

˵Ķľᴘ 1εеἑĽơŷš ằ̻ἐĽχ ĽĮŐĺ

ġĤĪĵēĮįēĵēōĨ!ּנĠĵẼĮİĽĮŐĺő

ę҄řšęѩē ĦōĨ!еἑĽĕİĺ! 

źƧƒӡ  ŹŻƁ:ͮṡ 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ジュバ 
●東ｴｸｱﾄﾘ

給食になる野菜の収穫 

診
療
所
で
の
様
子↓

 

  



 

ŦŪŻĽŭƬƁŻ ĽγĽχ  

ēĚěęΣģĦĶĦŖĕĚ! 

ƛƊƌƢŗř֕Ӳ ḉķę š′ĦῲġōĨ! 

χ ĚŘģằ̻ēĮįēĵēōĨźƥƵƫƢӡ

ĽSAnh Duong ̴Tľ 2024 9ᴘ 5 ĺ 1ε

̴ỦšᶺĹē 7Ẫĸő Ľ ốӰ˟šᶺĹĲĵ

ĜōĦĮ! ̴ ᾑľ ̴ĦĵĜĵľ ӀēĵĿ

ĚřĶ ˎẪĺĜİŢķḹŚĢķőĶĜĹĚĲĮẪĸ

ő ĶĨě ḚĶľĨĲĚř̴−Љĺőжś ̴ᵭ

őῚѨěᴳŘś ỡ ĮİĶƘƯƅű łőĶĜŚŗ

ĕĺĹřōĦĮ! 

ĢĽ 5ᴘ 23 ĺᾑŐĵĽὂ Ủš ỎĺᴈėŚĢ

ķěĶĜōĦĮ! ľ ᵶἐĽ 7šᴈėĵ 

ḙĽ ˟Ķ ὌĦĵĜĮƂƵŻš ĦĮř ΏšΏ

ĲĮřĦĵ 1 ѕĽ→ ĽῥĦš ᵶἐĽ 7ĺęᴳ

ĪĨŚĢķěĶĜōĦĮ! 

Ẫĸő ě  ʸ☺ĺϻĦĞ̴−ЉšהŚĢķě 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ĶĜĮĽő ŦŪŻĽŭƬƁŻ  

ĽγĽχ Ľģằ̻š ēĵ Ӱ 

ṗĽᶾ œ Ľ͢ḣš╚ ĤĪ 

ĵēĮįĜϑ уӨš↔ėĵēĮ 

įēĮę˶ĶĨ! ĺđřěķĕ 

ģĥēōĦĮ! 

‫ĮĹ ŎšầŐĮẼĮİĶĨě ĢśĚŘő ˞

Ľ 7Ľ ĺ͒ėĵ ŗř ē ˟šᶺĹĕŗĕ

šּנĠĵēĜĮēķắēōĨ!ŦŪŻĽŭƬƁŻ

ĽγĽχ ĺľ ĢśĚŘőẼĮİĽЉ šằė 

Ĝ ᾝĠĵēĮįĜĮēķắēōĨ!ĸĕĭŗŜĦĞ

ęѩēēĮĦōĨ!ẼĮİő ŦŪŻĽŭƬƁŻ Ľ

γĽχ ĽĮŐĺеἑĽę҄řšę ġēĮĦōĨ! 

ƛƊƌƢӡ  ŹŻƁ:Ẉ  

źƥƵƫƢӡ  ŹŻƁ:ŲŪƵ ƈť ƫƵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベトナム 

ジャンラム● 

ダンスの発表 中庭での様子 

修了式保護者の方々と 修了式後保護者の方々と 



ằ̻′≠ 

 Ϲ̴  

′≠ϼ 2025 ᾯϹ֖ 21  ѕốἸԃ 30 70  25,157.09  3,670,866 ̳ 

 

ᵶẴ╚  

′≠ϼ ‗ ằ̻ 258,000 ̳ Ẵ╚ ˿ ὂ 2,000,000 א ̳ Ằ ᴭ֖  

′≠ ᾼ ằ̻ἐ Ằ ᴭ֖ 200 ̳ ѝ  

☺ϼ ằ̻ ḉ′ ῲ  

 

 

 

 

 

 

 ĽγĽχ   

 ẼĮİĽϹᶡSŪŻŵ:ƫ$ŭƬƁŻTĶĽἎγ$

Ӱ˟Љ Ľ 27 ѕš‪ř ĲĵŎōĨķ ֿפĞĽ−

ĮİěϹᶡķ◘ˋđŚ 7Ľģằ̻ĺŗĲĵ Ĝ

Ἆγ⁵ķĦĵẚỎĺὤỎĦ ἎγĺᶽᴭĶĜŚōĶ→

ĦĵēŚẩĺ ģằ̻šּנĠĵĞįĤŚ Ľγ

Ľχ Ľę ėĶđŚķ Ğắē •ŗřеἑ′

ĦῲġōĨ! 

Ṉת  Ķ ӨĺđŚ⁵7Ľ ĺľ Ĺ−Љ Ĩ

ŘōōĹŘĹē ķĵőẉŐĹ  ĺđŚ· ě į

ĞēōĨ!ĬśĶőפֿ ŘľѴ šỰŞĹē⁵7ĶĨ!

ƂƍŪƭׁľĬĽˢ⁵ĶĨ! ĺĳēĵľ 45 ᷿Ķģ

ḉĤĪĵēĮįĜōĦĮ! 

 

 

 

 

 ĽγĽχ ēĚěęΣģĦĶĦŖĕĚ! 

╣  ‗ ằ̻šĦĵēĮįĠŚķ ḉšἵĠ χ

Ľб Ĺģằ̻ĺ•ĚŘеἑ′ĦῲġōĨ! 

 ƫ:ƭ$ŷƵƊŤƵƊƍŬ ᵶẴ╚ľ 40 ˀῲ Ẫ

ĸő ĽẴ╚ķĦĵŷƵƓŨƯœ ˞ĽẪĸő  

Ħē· šằ̻ĦĵēōĨ!ỎԃšנּװĦĵēĞĮŐ

ĺľ ᴤ Ľ˓ổш ě ĶĨ! ėĿ Ẫĸő

œ—˭ěẠĲĵēŚŻƟ:Ɔŵ:Ɗ ӰỲ —˭Ľ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

!ĺőẼĮİĽϹᶡĺľ‰ḈĹų:ŻěđřōĨכֿ 

ˢĳľ · Ķ ⁪ě Ḟĺ Īĩ− Ľ ⁪

šạĦĮỎᴙěđřōĦĮ! ⁪ľה ᾒĺἽ Ĥś 

⁪ľἪίĶˢ šἨřặŐōĦĮěε Ķ Ġ

Ĺē  ĶĨ!ֿכĺő 7Ĺų:Żěđř Ἆγ ΅

Ľӈ őἵĠŘśĵēĹē· őđřōĨ! 

 ẼĮİĽЉ š“ħĵĞśŚ· ĺѴ š ĠŚ

ĮŐĺ ĢśĚŘőχ Ľģằ̻šּנĠĵęѩē′Ħ

ῲġōĨ! 

 χ Ľģ δđŚģằ̻ĺеἑšĢŐĵ ‹ ě

ĚĶб Ĺά Ķ ĮĦĵĞįĤēōĨŗĕĺ ę҄

ř′ĦῲġōĨ! 

ᶡ  ŹŻƁ:ƛƭƌƉƅƈ ╩ 

 

 

 

 

͢ĺľ˿ řěđř Ľᴎѕœ꞉ĚŘŵŨƤƬœ

ě řŵ:Ɗš͌Ħ̦− ĶľĹĞ ͢ḣœ Ľὂ

ě ĺĹřōĦĮ!☺˞ĺὂ ĨňĜķĢŜěđř

ōĨě ˅ěᶓĞתṈ ĺőᶳėĹĞĵľĹŘĹē

ĽĶ ԃἐĽ ķ ĦḀēĹěŘ⁮ŐĵēōĨ! 

 χ Ľģằ̻ ģӣ ĺ•ĚŘеἑĦ ‫ĦēӰᶪ

š •ĺӰγěˢ Ħ ⅎφ ĽĮŐ Ḿő Ħ

ē⁵7ĽĮŐĺ ẚĦ ᾝĠḀĲĵēĞĢķěὶ ō

Ĩŗĕĺ!     Ẵ╚  ŹŻƁ:ƠƬŤḎṡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラジル 

教室の雨漏り スポーツコートの鳩の糞の痕 ラールサントアントニオの子ども達 



ŦŪŻĽŭƬƁŻ Ľγ γᴁ ḉ 

2024 4ᴘ 1 ?2025 3ᴘ 31  

QἽ Ľ R 

Ή  ֖ϼ ᶳ 

Ѳ ֖Ἵ  7,102,060 

 

ˢ ĚŘĽѲ ֖ 6,129,410 Ạ ṈŎ╕ἪĚŘĽἽ̫őѝŏ 

CDĺŗŚѲ ֖ 972,650 

 

ĬĽֿכĽἽ  1,242,202 

 

ƒŸ:ĺŗŚἽ  1,029,930 

 

ṽἽ  
 

212,272 ᾙĜּתħ ᾙ EM├ĠŢ 

ѻἽ Ḁᴁ 8,344,262 

 

◗ѻ ֽ̯֖ 1,352,507 

 

Ἵ Ľ Ḁᴁ 9,696,769 

 

 

QằὶĽ R 

Ή  ֖ϼ ᶳ 

╦ӰЉ ằ̻  8,094,000  

ŦŪŻĽŭƬƁŻγ ш֜ 

           GƛƊƌƢH 
920,000 Anh Duong ̴ ͢ḣ╚  

ŦŪŻĽŭƬƁŻγ Ƙƫźƭ 3,000,000 ŷƵƠƈŨŻϹ̴ᾯϹ֖ 22 G ѕ H 

ŦŪŻĽŭƬƁŻγ ƞƬƕŤ 2,500,000 

ŬŮ:ƭƗţƈťƠ ố˵ 

—˭ӈ (Ô H$‗  ęœĳằ̻ 2,400,000 

Ằ ᴭ֖ 100,000                                                                 

ŦŪŻĽŪŻĽŭƬƁŻγ Ɯƭ: 674,000 Ϲ̴ƓſŵƵᶾ $ᾯϹ֖ằ̻ 

ŦŪŻĽŭƬƁŻγ Ż:ƂƵ 1,000,000 
ƃƭƋƮƵŽƵƁ:‗ ằ̻ 660,000 

Ằ ᴭ֖ 340,000 

̘̓ ằὶ 86,957  

Ľγ řĽ˫ṵ 51,000 ŦŪŻĽŭƬƁŻ Ľγįŗř 2ε  

“  35,957 
Ľγįŗřה Óε GÓε ľѲ Ľ╕Ἢ

H ƮƁ:Ɠƅű  

Ή  0  

Ἢ₲  0  

ѻằὶḀᴁ 8,180,957  

ỗѻ ֽ̯֖ 1,515,812  

ằὶĽ Ḁᴁ 9,696,769  

＊指定献金は支援者が寄付先を指定したものです。 

G ˂%̳H 

G ˂%̳H 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ӱ Ṡ ќוֹ Ẫ᷇פֿ ˜├  ↨ᶕ  ἷ Ẫ  ʗ҇  ᾇẪ 

ᶓ  ẅẶẪ  ŎİŚ ║  Ẫ ῆ Ẫ ҥ ˢ $̥Ẫ  ̥Ἱ$ʿ  

˜ İļẪ  Ẫ ᾗ  ŎŕĜ ὶᶅ  ⃰Ẉ ᴥỗ$ᾷẪ ķĜŞִי 

͞  ᴥˢ  Ӯᶤ ♆Ψ ╤ḳẪ ẅ  Ẫ ᴾ ˁẅ   ̴  

ҹ   ├˜ ᶤ Ẉ  Ҵ Ẫ ֹו ᾗẪ  ᾷẮ$Ҵ⁶Ẫ 

ṡ Ẫ ṏ  Ẫ ҥ   ʚ  Ẫ ŭƊƬƅűῲ Ӱγ 

ῆ  Ẫ ΐ    ƦƪŦ ╩ ӛẪ ŷƮźŬᾴϹᶡ ҹ  ύ  

 Ẫ ֹו Ắ ╩ ḫ˗Ẫ ӱ Ẫ Ό√ Ϲ˵᷈ Ϲᶡ  

Ὠ   Ẉ Ẫ ḫז   ꜘẪ  ᴽẪ ͕₉ή ͏ƫŦŬƵżűƫƘ 

Ὁᴘ ̛Ẫ ṛᴾ ₮  ṛᴾ ₮  ẅ  ̛Ẫ ᾴ ᴾῆ ƫŦŬƵżűƫƘ 

ᴾ ᶕẪ Ẉ Ҵ Ẫ В  Ẫ ẅ  ΅ͭ ͕ ŁĚřƫŦŬƵżűƫƘ 

ḫ  ╤ἷẪ ♆ḣ  ὈẪ ѣ  ҋẪ ң  Λ ᷈ӱ ᴤˢӆᴤ Ỏ ᾒ 

‭ ‴҇Ẫ ‴ồ ‴ Ặ ᾴἂ  Ả  ẅҌẪ ЕỦγἎŤƋƘƮŦƵ ˜ 

Ḏ  Ẫ  Ẫ  Ẫ  ᶲ  ŭƊƬƅű$ŭƬƁŻ ̴ 

ἲ˜ ᴜˢ ὶᶅ   Ẫ  βᵶ ⁵ ᴜẴ╚╤Ľ  

Ғ╩ὂ ˵ ʜ ὂ ˵ ῆ ὂ ˵ ᶩ ὂ ˵ ▒ √ ̴ ⁪ʜ̴ 

⅓ὂ ˵ ш֜ ὂ ˵ ≤ ὂ ˵ ҹṡὂϹẮѩ˵ Όὂ ˵ ẅᴾὂ ˵ 

活動報告 ・ 切手整理 

Ạ Ṉ ╕Ἢ Ạ ╕Ἢ ᾙ תּ ϑḊ Ế ằ̻ἐ 

2024 12 ᴘ 1 202 5 6 ᴘ 10 ῒף ᾏ  

ẈĽ 7ĺẠ ṈŎ╕Ἢšęהř Ĝ ẮĽ

7Ķ╕Ἢ↔ šᶺĕĢķěĶĜōĦĮ!χ ĚŘ

Ľęҁổİěằ̻֖ķĦĵ ĠŘśŚĢķš•ŗ

řеἑ′ĦῲġōĨ! 

 

╕Ἢ  35.7 ɽ  28,588̳ 

ϑḊ╕Ἢ  1. 94ɽ    3,890̳ 

ϑḊŵŦƵ 4.45 ɽ    5,340̳ 

Ḁᴁ           37,818̳ 

活動報告 ・ バザー 
6ᴘ 1 ĺш֜ ὂ ˵ĶƒŸ:

šᶺĹĕĢķěĶĜōĦĮ!ֿפĞĽ

7ĺģ ῺēĮįĜ ģӣ Ĝ

ōĦĮĢķš •ŗřеἑ′Ħῲġ

ōĨ! ẈĽὶγēěđř ϻĦē

ŁķỖšổĳĢķěĶĜōĦĮ! 

đřěķĕģĥēōĦĮ! 

ᾷ ш֜ ὂ ˵ᴤĵ ėᶏỎĺ

ēōĦĵ 2027 ōĶľƒŸ:š

ᶺĕỎěĶĜōĪŢ!ōĮḽϋĽ╙

ĺľχ Ľģӣ š ĠōĦĮŘᶒ

ēĶĨ! 



 

 

 

 ᾋẪ    Ḋҥ ᵿ    ῆ  ľĹ     ŬƬ:ƘγGͮ˜flӰγH      ŭƊƬƅű ẦӰγ 

ṛ  ᾏẪ ḫ  ử  ‭ őķẪ ѣ  ҋẪ ϡ Ẫ ѣ  ᶎ  ἷ Ẫ 

├  ᾷẪ ֹו Ẫ ӱ  ╜Ẫ ѣ  ᾋẪ  ἷ Ẫ ѣ  ∫  Ӯᶤ 

Ҵ  β  ᷇Ẫ ͽ  Ҵ Ẫ ֹו Ắ ╩ ӛẪ ᵭ   ˁ  ҇Ẫ 

Ὁᴽ ҇Ẫ ̎  ᶒẪ  ŷŪẪ ᾴ╩ бẪ ᴾ ᶕẪ  ῂẪ ˜ İļẪ 

 ҴẪ ֹו ∆Ẫ  Ẫ ├˜ Ặ ֹו ᶒẪ  Ẫ ֹו ѭ Ẫ 

Ẫ ḫ᷇פֿ ˜├  ử  Ẉ  Ҵ Ẫ  ҋẪ  Ẫ ң  Λ  ∏Ẫ 

בּ  ‛Ẫ ẅ  ̛Ẫ ῆ  Ẫ ᶓ  ẅẶẪ  חẪ ˽  Ẫ  Ωᶤ 

 Ẫ ẅ  ΅ͭ  ẅ   ᴽẪ  ṭẪ ш֜ ὂ ˵ 

ḫ  ʸ̥ ᾴ  ╤ͼẪ ֹו  Ẫ ή Ẫ ≤  ׂ ᾴ  ˢ ║  ⁮ 

τ ӛẪ ḫ  Ẫ ᴬ  ᶦˢ ║  Ẫ ˜ █ ѣ˜  ᵭ   

ᴾ ם Ẫ Ẉ Ҵ Ẫ ӱ  ↨Ẫ ᾗ  ŎŕĜ ϢῊ Ắ Ẫ ͮ  

ᴾ ᶕẪ ῆẈ ּב  ŕĚ ֹו Ắ  ҇Ẫ ᶅ ŁŜĢ 

Ⱪ  ῂẪ ῆ  ᾷ  ṛᴾ ₮  ╩ ӛẪ    ὂ  

ὶᶅ  ֹו Ẫ  Ẫ  Ẫ ֹוῲ ĦĴẪ  Ẫ 

ͽ  б ⅓ Ẫ ửץ  ⁵∆   ᾏˢ ѕ ᶒẶ ´∏ ꜘẪ 

├  ᾷẪ Ͽѕ ם Ẫ ῲ ᶒẶ Ẉ  Ҵ Ẫ  Ḳ ‹  Ἣ  

˜ Ἱ ╘  ᾏẪ  ӛẪ ͽ7  ͼẪ Ẉ  ᶒẪ ├ ἾẪ 

 ἷ Ẫ ҥ   ˜ ᶕẪ  ∆Ἱ ᶅ Ẫ  Ẫ 

ẅ  Ẫ ᵍ‭ ˠ  Ҵ᷈ Ẫ  ὰẪ  ảẪ ֹו $Ҵ  

├ ΄ᶦ  Ắ ‴  ᴺẪ ∏ᶖ ᷊− ∩ → $ῙẪ  ‴Ԓ$ᾋẪ 

˜ῲ ⁮  ҹ  ‛Ẫ ͕ї   ᴜẮ  ὂ   ӮẪ ῄẪ 

ҥ  Ẫ  Ẫ ᾴῆ ֿפͼẪ ֹו ∏Ẫ ∩Ẉ ᶦ űƍẪ  Ӄ đŢĴ 

ʚ  ŕĚř ֹו ƊơẪ  ᴽẪ Ẉ   ˃$ᶞאל  Ẉ ˢ$ͽ  ם

їᶅ ̥Ẫ ӌ ᶍˢ ҥ   ᶨ˜ ᵿẪ Ќ $ŗļẪ ⃰Ẉ ᴥỗ$ᾷẪ 

ң  Ἱ ң  ᶒ ᾴ∩ Ẫ ҹ   ͕ ᾴϹᶡ ŸƕŪƭᾙ˵ 

◊  Ẫ ΐ  ∆  +  Ḁ Ό Ẫ ẦӰγ ˜͠√ ̴ 

 ᾑם  Ŏĸř ֹו ὤẪ ḫ  ↨ˢ ῆ Ӱγ Η ᶅ√ ̴ 

 ᶽˢ  ╤  ‭͞ ֿפםẪ  ᾏẬ Ӱγ ḎӰγ 

Ẉᶅ Ἣ Ẫ ♆ḣץ ˜   ὈẪ ‭ ‴҇Ẫ Wojciech DABROWSKIGFr. Adalbert)  

 ᶄẪ ├Ḏ   Ẫ ṛᴾ ₮  Anna Maria STEINS  

 ᶦẪ ṡ ĵŚŎ ῆ  Ẫ ѣ  ҋẪ Ό√ƋơƍŵϹ̴ ̴ 

⃰Ẉ   ‛Ẫ ҥ  ḿ ΐ  Ẫ ŭƊƬƅű$ŭƬƁŻ ̴ 

╩  ᶖả Ẉͮ ̯Ẫ ♆Ψ ╤ḳẪ ֕  ᶒם ֖ ůƬŻƊӰγ 

 Λᾋ ├˜ ֿ᷇פẪ ‭ ˢ ₉ Ẫ ŭƊƬƅűם  ‭Ӱγ√Ώ  

 Ŏĸř Ҵ᷈ Ẫ Ặ ᶍẪ ҥ╩ бᶒ ŭƊƬƅű√űƫƫ ̴ 

ᶓ  ẅẶẪ ˜ İļẪ ΐ  ὉẪ ϡ Ẫ ŭƊƬƅű ͯŽƵƁ: 

ῆ̞ Ẫ ֹו ḀẪ ᾴ  β ἲ˜ ╤  ŭƊƬƅű͕₉ή Ӱγ 

ӣ ἐ 

2024 12 ᴘ 1 202 5 6 ᴘ 10 ῒף ᾏ  

Ѳ ằ̻ἐ 

2024 12 ᴘ 1 202 5 6 ᴘ 24 ῒף ᾏ  

Ѵ Ľ 7őѝŐ ֿפĞĽ 7ĺģằ̻ ģӣ šỊřōĦĮ!•ŗřеἑ′ĦῲġōĨ! 

どうもありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ŦŪŻĽŭƬƁŻ ĽγỎ Ԅ ķĦĵ̞  ʜ

Ľģ ẚšĦĵĞįĤēōĦĮ ẈҴ ẪĤŢě

2025 3ᴘšổİōĦĵ ĤśōĦĮ!ĢśĚŘ 

ő 7ĹῺ ĶĽģЉ ķģᴜ 

ᶕš•ŗřę҄ř′Ħῲġ 

ōĨ!đřěķĕģĥēōĦĮ! 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入会ご案内 

ŦŪŻĽŭƬƁŻ Ľγľ ŦŪŻĽŭƬƁŻὂ ᾟγěᶺĕЉ š  

ṙ↓ ĺằ̻ĨŚỎš ķĨŚƞƫƵƈťŤŲƭ:ƙĶĨ! 

 
γ˭ĽЉ  

ˋĽỖѻĺ ˋĽ֖ϼš ĽγĺѲ Ħō

Ĩ!G γ $ γ ľđřōĪŢH 

; ĶđśĿ ƒŸ: Ạ ṈŎ╕ἪĽἽὝ$

↔  ĬĽֿכĽЉ ĺẇͽ ӣ ĦōĨ! 

Ľγγ˭ĽĮŐĺ 

ᴘ 10 ĺơŷš ġ ģằ̻ĞįĤŚ ŇĽ

еἑķ ḉšᴝļĵ ÔεSŦŪŻĽŭƬƁŻ

ĽγįŗřTšęהřĦĵēōĨ! 

γĺĳēĵ 

γģѴ Ľ ľ ὡᾒ$ẹ GńřěĹH$

᷿š TEL $FAX$ƣ:ƭĽēĩśĚĽ Ķ

Ỏ Ԅĺę ŘĪĞįĤē! γѴ šἵĠĵ 

SŦŪŻĽŭƬƁŻ ĽγĽ҉ Tšęהřē

ĮĦōĨ! 

γ˭Ľỉϫ 

5 ˀῲ ěĹēῺḀ γ˭ĽỉϫľΉỰēĮ

ĦōĨĽĶģ ᾼĞįĤē! 

ᵌ⁵῾ ĺĳēĵ 

γỖĺἵĠ ĠĮᵌ⁵῾ ľ ĽγỎ Ԅ

ĺĵ…Ὣĺш ĤśōĨ! γγ˭ĺ Ħĵő

ᶀϋľᶛėĤĪĵēĮįēĵęřōĨĽĶ ģ

ᾼĞįĤē!ᾷ ģѲ $ƒŸ:Ľ Ӝ$

Ạ ṈŎ╕ἪĽἽὝ ĺģӣ ēĮįēĮṔ

ĺľ ỗε ᶺĤśŚSŦŪŻĽŭƬƁŻ Ľ

γįŗřTĺę ◗ĽŎסṓĤĪĵēĮįēĵ

ęřōĨ! Ѵ Ľ ľ ĬĽẵšę ŘĪ

ĞįĤē! 

γἐGףῘ H 

ң Λ$├ ᾷẪ$ Ẫ$Ẉ  

$Ẫץ˜ ⁶וֹ $ʸ  

ᴘ 10 ĺľ ŦŪŻĽŭƬƁŻ ĽγĽγ˭ĽĮŐĽģơŷGę҄řHě  

ŦŪŻĽŭƬƁŻὂ ᾟγш֜ ὂ ˵√ ĺęēĵ ġŘśĵēōĨ! 

ĸĕĭ•šḀŞĪĵę҄řĞįĤē! 

 

かわいい一言 

ŦŪŻĽŭƬƁŻ ĽγĽἱẵšģ δĞįĤř  

Ẕ ĦĵĞįĤŚ ľỎ ԄōĶģ ĞįĤē! 

GḾὊƜ:źĺđřōĨH 

 

お知らせ 

 

GƒŸ:ĽęἪ ēḾ ᾶH 



 

 

 

 

√ Ľ ěϋĚśĵ ěĨĝōĦĮ!ᾒּכĨŚӰ

֜ěẰ ĦĮӰγĽƝ:ƢƜ:źšϋēĵ ₑšϋ

ēĵӰγš ĤĪĵēĮįĜōĦĮ! 

√ Ľ šϋĠĮķĜę҄řšĹĤĲĵēŚ⁵ěę

ŘśŚỖőđśĿ ĸĹĮőęŘśĹēķĜőđřō

Ĩě ēĳőͫĚĞᴈėŘśĵēŚҁěēĮĦōĨ! 

≥ĚĹ√ Ķ҄śōĨĢķĽᶒĪšеħōĨ! 

΅ĽѕľˢҶŎĤĪĵēĮįēĵ ὉĺĹřōĦĮĹ

ŘōĮ šּנĠĮēķắēōĨ!GY.F.H 

 

 

√ šᴈė ĸĽŗĕĺΣģĬĕĚᶳėĵŎōĦ

Į!ĬĽ ėľ⁵ĺŗĲĵˑĹŚķắēōĨ!ẼĽ

ῺḀ 7₨ėĵēĞ   ϑᴳ! ŐŚ

ĽĶľĹĞѭŢĶἵĠ ś ỖĺľİŖĲķ ᶙĦ

ĹěŘőֿכἐ ἣἐĺᾝĠĵēĮįĞỎĺ•ĚŘе

ἑĦ ĬĦĵĬśšę ėĨŚŗĕĺ ĦĮēķ

ắēōĨ! 

ẼĮİĽּףשĨŚ◗ƗƫƵŹŻŵӰᶪ ľ ẈĽ

ᵈ šẙĦĵ ĮśōĦĮ!SĢĽⅎĶ ĺUẼ

ĽἐVķᵎňŚ ľˢĳőđřōĪŢ!☺ĵľ̔Ľ

ŗĕĺˢỖ ĺ ōŚįĠĽּקṖĶĨ!œŘĹĠś

ĿĹŘĹēĢķěđŚĹŘ╣̸ĿĦĺĪĩḚ  Ḛ

ĨğĺᶺēōĦŖĕ!đĹĮĽ◗ĺēŚ⁵ĺ☺ĵĽ

•š ēĶͮĤē!TӰᶪ ĽḾᵭĽęᵈ !͵ ő

͵ ő•ĺḈŎōĨ!Ӱᶪ đřěķĕģĥēōĦ

Į!ģ šę҄řēĮĦōĨ!GK.Y.H 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ĽΗΑķēĕ ėĽế‏ Ηš Ľ ĺęΆĤ

Ţě ĠĵĞśĮ! ĺͮŜĦĮŘĸŢĸŢ→ ! 

ẼĽ ῳĸĢŜĶľĹĞἪě ĚĹĞĹĲĮ!ὂ ˵

Ľᴤĵ ėĶ ḚōĶľ͵őеħŚĢķĹĞắĲĵē

Į√ œш֜ ě‫Įĺ−ōś ŞŚĢķĽѱĦ

ĤķἤĦĤě řḥħŚĢĽḙ!√ Ķľ₲ėĜśĹ

ē 7ě҄ŘśĮĢķĶĦŖĕ!√ ĽᾝĠšѩēĳ

ĳ Я→ĦĮὂ ˵ĺ śŚĢķěĶĜōĨŗĕĺķ

҄řĹěŘ ŹŻƁ: ĽῲĺᵊřĹēęםŎšę

ėĞįĤēōĨŗĕĺ!GT.I H 

 

Ľγ˭Ľχ  ĬĦĵēĳő Ľγšģằ̻Ğį

ĤēōĨχ ĺπŐōĦĵеἑš′ĦῲġōĨ! 

6ᴘầŐĺ ĽγἧḼĽᶗ ĽƒŸ:ěϋĚśō

ĦĮ!ĬĽ ẪšŊŢĽˢ ģ῝βĤĪĵ ĜĮē

ķắēōĨ!τϑĽ╦Ӱ ĶЉ ĤśŚŹŻƁ:

Ľģ֠ šắē ᾶĦĶő šБėŘśśĿķ 

ĢĽƒŸ:őằ̻Ľˢ ķĹřōĨ!γῺľὂ ˵

Ľᶼ š ӜĦĵ ĜōĦĮ!ƒŸ:ľ Ľγŵ:

ƉťƏŦƁ:ĽŹŻƁ:Ľę҄řĶầōřōĦĮ!

ƒŸ:Ķľų:ů űƅů: đŢŀŢ ƖűƭŻ 

ṑ  ŷƘƮ ģᶋˋĽ ěƈ:Ƙƭĺ ł

ōĨě ỖѕĶ ĞĹĲĵĦōēōĨ!ĬĽֿכ 

˗  ‗Ѯ ṽΠő Şē ⅞Ľ ěęҾŐͮĤ

ēōĦĮ!ōĮ ŹŻƁ:ἪṥřĽ EM├ ľʸ☺

↑ě᷈Ğ ęʸēĽĶƗţƵěֿפĞ⁵ҁĽᾬ ĶĨ! 

ĢĽ ő ỎĺὊėŚĢķěĶĜōĦĮ!Ḿᵭĺἣ

ēƐƕŻœŹŻƁ: ě Ťƅķēĕѕĺ Ġķ

ƤƅƙϾĠšĦĵĞįĤēōĦĮ!‹ĺеἑ!GY.M.H 
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イエスのカリタス修道女会のホームページからスモールクワイアのお知らせ、

CDのお申込み方法など載せていますので、ぜひ、ご利用ください。 

イエスのカリタス修道女会ホームページ 

http://www.m-caritas.jp 
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